（様式６）
財務報告等の信頼性確保に関する包括支援業務の目的を達成するための提案事項

	①当センターの特性を考慮した事業の円滑な推進方法

	

	②リスクの識別※1方法

	

	③識別したリスクの分類・分析・評価※2方法

	

	④リスクに対応する内部統制の整備・提言方法（継続的に評価するプロセス＝モニタリング提言も含む）

	

	⑤スケジュール管理の方法

	

	⑥上記取組事項効果の検証方法

	


※ 不足の場合は、頁を増やし追加すること。（各項目で1枚まで可）
※1　「リスクの識別」とは、組織目標の達成に影響を与える可能性のある事象を把握し、そのうちにどのようなリスクがあるのかを特定することをいう。
※2　「リスクの分類・分析」とは、識別されたリスクの「共通点」「相違点」を比較して分類することをいい、識別・分類したリスクについて、当該リスクが生じる可能性及びリスクがもたらす影響の大きさを分析することをいい、「リスクの評価」とは、リスクの分析結果を踏まえ、その重要性を見積もり、対応の有無を決定することをいう。

（様式８）

プロポーザル辞退届

令和　　年　　月　　日

（あて先）地方独立行政法人市立東大阪医療センター

　　　　 　理事長　　谷口　和博



　
　　　
　　　　　住所




　　　　　商号又は名称




　　　　　代表者職及び氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　

地方独立行政法人市立東大阪医療センター財務報告等の信頼性確保に関する包括支援業務にかかるプロポーザルについて、参加申請をしましたが、以下の理由により参加を辞退します。
理由

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以上
